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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  マルチプレクサ駆動を用いることによる低コ
スト化の利点を損なうことなく、横クロスト－クを低減
することが可能な液晶表示装置及びその駆動方法を提供
する。
【解決手段】  マルチプレクサ駆動を用いた液晶表示装
置及びその駆動方法において、シリアルソース信号Ｓmn
の時分割多重における最後の個別ソース信号Ｓsqに対応
する各画素に、その最後の個別ソース信号Ｓsqの各画素
に対応する部分を書き込む（Ｔmgq)前に、個別ソース信
号Ｓspの当該部分と同じ極性の他の画素に対応する部分
を書き込む(Ｔmgq')ものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画面を構成する複数の画素が複数の
ソースラインに１以上のゲートラインを通じて該ゲート
ライン毎に選択可能に接続され、上記複数のソースライ
ンが所定数単位でマルチプレクサを介して１以上のソー
ス信号出力端子に接続され、上記複数の画素が上記ゲー
トラインを通じて順次選択され、該選択に合わせて上記
ソース信号出力端子から出力される多重ソース信号に時
分割多重された複数の個別ソース信号が上記マルチプレ
クサによって対応する各ソースラインに順次分配され、
それにより各個別ソース信号が上記選択された画素のう
ちの対応する画素に順次書き込まれて表示が行われるよ
う構成された液晶表示装置において、
上記時分割多重における最後の個別ソース信号に対応す
る各画素に、上記個別ソース信号の各画素に対応する部
分が書き込まれる前に、上記個別ソース信号の該部分と
同じ極性の他の画素に対応する部分が書き込まれること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  上記ゲートラインを通じた選択が上記順
次選択される期間たる順次選択期間の前にも行われるこ
とによって、上記個別ソース信号の他の画素に対応する
部分として、上記最後の個別ソース信号の他の画素に対
応する部分が書き込まれる請求項１記載の液晶表示装
置。
【請求項３】  上記個別ソース信号の上記マルチプレク
サによる分配が上記順次分配される期間たる順次分配期
間の前のプリチャージ分配期間にも行われることによっ
て、上記個別ソース信号の他の画素に対応する部分とし
て、上記時分割多重における最後以外の個別ソース信号
が書き込まれる請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】  上記プリチャージ分配期間が、上記順次
分配期間とは別個の期間である請求項３記載の液晶表示
装置。
【請求項５】  上記プリチャージ分配期間が、上記時分
割多重における最後以外の個別ソース信号の順次分配期
間と重なるように設定された請求項４記載の液晶表示装
置。
【請求項６】  上記時分割多重における最後以外の個別
ソース信号が、同じ上記順次選択期間内における上記順
次分配期間の前の前置分配期間にも、対応するソースラ
インに分配される請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項７】  上記前置分配期間が、上記プリチャージ
分配期間と重なるように設定された請求項６記載の液晶
表示装置。
【請求項８】  上記前置分配期間及び上記プリチャージ
分配期間の長さが、それぞれ、対応する上記順次分配期
間の長さより短く設定された請求項６記載の液晶表示装
置。
【請求項９】  上記時分割多重における最初の個別ソー
ス信号に対応する上記前置分配期間の始期が上記順次選
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択期間の始期より前に設定された請求項６記載の液晶表
示装置。
【請求項１０】  上記順次分配期間の長さが、上記前置
分配期間及び上記プリチャージ分配期間の長さより長く
設定された請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１１】  上記時分割多重における最後の個別ソ
ース信号に対応する順次分配期間の始期が、上記時分割
多重における１つ前の個別ソース信号が出力される期間
に掛かるように設定された請求項１０記載の液晶表示装
置。
【請求項１２】  表示画面を構成する複数の画素が複数
のソースラインに１以上のゲートラインを通じて該ゲー
トライン毎に選択可能に接続され、上記複数のソースラ
インが所定数単位でマルチプレクサを介して１以上のソ
ース信号出力端子に接続され、上記複数の画素が上記ゲ
ートラインを通じて順次選択され、該選択に合わせて上
記ソース信号出力端子から出力される多重ソース信号に
時分割多重された複数の個別ソース信号が上記マルチプ
レクサによって対応する各ソースラインに順次分配さ
れ、それにより各個別ソース信号が上記選択された画素
のうちの対応する画素に順次書き込まれて表示が行われ
るよう構成された液晶表示装置において、
上記順次選択される期間たる順次選択期間の始期から上
記時分割多重における最初の個別ソース信号が順次分配
される期間たる最初の順次分配期間の終期までの期間で
ある第１の期間の長さに対し、上記時分割多重における
最後の個別ソース信号が順次分配される期間たる最後の
順次分配期間の始期から上記順次選択期間の終期までの
期間である第２の期間の長さの方が長く設定されている
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１３】  上記最後の順次分配期間の始期が、上
記時分割多重における１つ前の個別ソース信号が出力さ
れる期間に掛かるように設定された請求項１２記載の液
晶表示装置。
【請求項１４】  上記最後の順次分配期間の長さが、上
記最初の順次分配期間の長さより長く設定された請求項
１２記載の液晶表示装置。
【請求項１５】  上記最初の順次分配期間の始期が上記
順次選択期間の始期より前に設定された請求項１２記載
の液晶表示装置。
【請求項１６】  少なくとも上記最後の順次分配期間の
始期が、上記時分割多重における１つ前の個別ソース信
号の順次分配期間に掛かるように設定された請求項１２
記載の液晶表示装置。
【請求項１７】  上記各画素は画素用スイッチング素子
を介して上記ソースラインへ接続されるとともに上記画
素の選択が上記ゲートラインを通じて該画素用スイッチ
ング素子をオンさせることにより行われ、
上記所定数のソースラインは上記マルチプレクサを構成
するマルチプレクサ用スイッチング素子を介して上記ソ



(3) 特開２００３－１２２３１３

10

20

30

40

50

3
ース信号出力端子にそれぞれ接続されるとともに上記個
別ソース信号の上記ソースラインへの分配が該マルチプ
レクサ用スイッチング素子をオンさせることにより行わ
れる請求項１～１６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１８】  表示画面を構成する複数の画素が複数
のソースラインに１以上のゲートラインを通じて該ゲー
トライン毎に選択可能に接続され、上記複数のソースラ
インが所定数単位でマルチプレクサを介して１以上のソ
ース信号出力端子に接続され、上記複数の画素が上記ゲ
ートラインを通じて順次選択され、該選択に合わせて上
記ソース信号出力端子から出力される多重ソース信号に
時分割多重された複数の個別ソース信号が上記マルチプ
レクサによって対応する各ソースラインに順次分配さ
れ、それにより各個別ソース信号が上記選択された画素
のうちの対応する画素に順次書き込まれて表示が行われ
るよう構成された液晶表示装置の駆動方法において、
上記時分割多重における最後の個別ソース信号に対応す
る各画素に、上記個別ソース信号の各画素に対応する部
分を書き込む前に、上記個別ソース信号の該部分と同じ
極性の他の画素に対応する部分を書き込むことを特徴と
する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１９】  上記ゲートラインを通じた選択を上記
順次選択される期間たる順次選択期間の前にも行うこと
によって、上記個別ソース信号の他の画素に対応する部
分として、上記最後の個別ソース信号の他の画素に対応
する部分を書き込む請求項１８載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項２０】  上記個別ソース信号の上記マルチプレ
クサによる分配を上記順次分配される期間たる順次分配
期間の前のプリチャージ分配期間にも行うことによっ
て、上記個別ソース信号の他の画素に対応する部分とし
て、上記時分割多重における最後以外の個別ソース信号
を書き込む請求項１８記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２１】  上記プリチャージ分配期間が、上記順
次分配期間とは別個の期間である請求項２０記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項２２】  上記プリチャージ分配期間が、上記時
分割多重における最後以外の個別ソース信号の順次分配
期間と重なるように設定された請求項２１記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項２３】  上記時分割多重における最後以外の個
別ソース信号を、同じ上記順次選択期間内における上記
順次分配期間の前の前置分配期間にも、対応するソース
ラインに分配する請求項２０記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項２４】  上記前置分配期間が、上記プリチャー
ジ分配期間と重なるように設定された請求項２３記載の
液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２５】  上記前置分配期間及び上記プリチャー
ジ分配期間の長さが、それぞれ、対応する上記順次分配
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期間の長さより短く設定された請求項２３記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項２６】  上記時分割多重における最初の個別ソ
ース信号に対応する上記前置分配期間の始期が上記順次
選択期間の始期より前に設定された請求項２３記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項２７】  上記順次分配期間の長さが、上記前置
分配期間及び上記プリチャージ分配期間の長さより長く
設定された請求項２６記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２８】  上記時分割多重における最後の個別ソ
ース信号に対応する順次分配期間の始期が、上記時分割
多重における１つ前の個別ソース信号が出力される期間
に掛かるように設定された請求項２７記載の液晶表示装
置の駆動方法。
【請求項２９】  表示画面を構成する複数の画素が複数
のソースラインに１以上のゲートラインを通じて該ゲー
トライン毎に選択可能に接続され、上記複数のソースラ
インが所定数単位でマルチプレクサを介して１以上のソ
ース信号出力端子に接続され、上記複数の画素が上記ゲ
ートラインを通じて順次選択され、該選択に合わせて上
記ソース信号出力端子から出力される多重ソース信号に
時分割多重された複数の個別ソース信号が上記マルチプ
レクサによって対応する各ソースラインに順次分配さ
れ、それにより各個別ソース信号が上記選択された画素
のうちの対応する画素に順次書き込まれて表示が行われ
るよう構成された液晶表示装置の駆動方法において、
上記順次選択される期間たる順次選択期間の始期から上
記時分割多重における最初の個別ソース信号が順次分配
される期間たる最初の順次分配期間の終期までの期間で
ある第１の期間の長さに対し、上記時分割多重における
最後の個別ソース信号が順次分配される期間たる最後の
順次分配期間の始期から上記順次選択期間の終期までの
期間である第２の期間の長さの方が長く設定されている
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３０】  上記最後の順次分配期間の始期が、上
記時分割多重における１つ前の個別ソース信号が出力さ
れる期間に掛かるように設定された請求項２９記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項３１】  上記最後の順次分配期間の長さが、上
記最初の順次分配期間の長さより長く設定された請求項
２９記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３２】  上記最初の順次分配期間の始期が上記
順次選択期間の始期より前に設定された請求項２９記載
の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３３】  少なくとも上記最後の順次分配期間の
始期が、上記時分割多重における１つ前の個別ソース信
号の順次分配期間に掛かるように設定された請求項２９
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３４】  上記各画素が画素用スイッチング素子
を介して上記ソースラインへ接続されるとともに上記画
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素の選択を上記ゲートラインを通じて該画素用スイッチ
ング素子をオンさせることにより行い、
上記所定数のソースラインが上記マルチプレクサを構成
するマルチプレクサ用スイッチング素子を介して上記ソ
ース信号出力端子にそれぞれ接続されるとともに上記個
別ソース信号の上記ソースラインへの分配を該マルチプ
レクサ用スイッチング素子をオンさせることにより行う
請求項１８～３３のいずれかに記載の液晶表示装置の駆
動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置及び
その駆動方法に関し、特にソース信号回路にマルチプレ
クサ駆動を用いるものに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、液晶表示装置の大型化、高精細
化、及び高画質化が急激に進んでおり、これらに対する
要求を満たすための取り組みが盛んに行われている。特
に、高画質化に対する課題としては、横クロスト－ク
や、ソース信号書き込みにおける充電誤差の低減が重要
であり、これらは、近年の液晶表示装置の高精細化によ
ってますます深刻な課題になりつつある。
【０００３】液晶表示装置の高精細化が進むと、表示部
に画像信号を供給するためのソ－スドライバの出力端子
（以下、ソースドライバ出力端子という）数が増大する
ためにコスト高になるという問題が生じる。これを解決
する方法として、マルチプレクサ駆動がよく用いられ
る。マルチプレクサ駆動は、１本のソ－スドライバ出力
端子からの出力を複数のソ－スラインに振り分ける駆動
方法であり、これによって複数のソ－スラインを１本の
ソ－スドライバ出力端子の出力で駆動することができる
ため、ソ－スドライバ出力端子数を減らすことが可能と
なる。例えば３ライン分のソース信号が時分割多重され
たシリアルソース信号をマルチプレクサ素子に入力し、
これをパラレルなソース信号に変換して画素に書き込む
場合は、ソ－スドライバ出力端子数は３分の１に低減さ
れるため、従来では例えば１つの液晶パネルにつき３個
のソ－スドライバＩＣが必要であったところを、１個で
まかなうことが可能となる。ソースドライバの構成上
は、振り分け数はいくつでも可能であるが、通常は２ラ
イン振り分け、或いは３ライン振り分けが一般的であ
る。振り分け数が多くなると、その分、１ソ－スライン
当たりのマルチプレクサゲ－トのオン期間が短くなり、
各ソ－スラインを通じた画素へのソース信号の書き込み
に対して充電誤差が生じやすくなる。従って、この充電
誤差が許容範囲内に入る程度に、ライン振り分け数を決
定することが一般的である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、マルチ
プレクサ駆動を行う際の課題は、充電誤差のみではな
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く、実際には横クロスト－クも顕在化してくる。横クロ
スト－ク現象は、図１６に示すように、例えば画面200
の中央の一定の領域201に黒ウィンドウパタ－ンを表示
し、その周りの領域202に背景たる中間調ベタパタ－ン
を表示した場合に、画面200内のソースラインのうち、
そのソースラインに属する全ての画素が中間調ベタパタ
－ン表示領域202に位置するようなソースラインＳＬbの
画素の電位（正確には画素電極の電位）と、そのソース
ラインに属する画素のうち、一部が黒ウィンドウ表示領
域201に属し、残りの一部が中間調ベタパタ－ン表示領
域202に属するようなソースラインＳＬaの画素の電位と
が若干異なるような現象であり、これにより、中間調ベ
タパタ－ン表示領域202の黒ウィンドウ表示領域201の両
横に位置する部分203が他の部分に比べて若干白っぽく
又は黒っぽく表示され、画質不良となる場合がある。こ
のような差が現れる理由は、ソ－ス信号の電位の変動の
振幅が、黒ウィンドウ表示領域201と中間調ベタパター
ン表示領域202とで異なるので、画素の電位の変動量が
異なってくるためである。
【０００５】この理由を詳しく説明するために、横クロ
スト－クの発生する原理を述べる。この横クロスト－ク
では、まず第一段階として、ソ－ス信号の電位が変動し
た際に、その変動が配線間のクロス容量を介して共通容
量線に影響し、それにより共通容量線の電位が変動す
る。次いで第二段階として、その電位変動が、画素のス
イッチング素子がオフするまでの間に元の電位に完全に
戻りきれず、その結果、スイッチング素子がオフして画
素電位が保持された後に共通容量線の電位が元の電位に
戻るため、蓄積容量を介して共通容量線に接続されてい
る画素電極の電位も変動する。これにより、横クロスト
ークが発生する。
【０００６】以上のことから、横クロスト－クの発生要
因は次の２点に集約される。すなわち、まず共通容量線
の電位が、ソ－ス信号の電位の変動の影響で変動するこ
と、次にその変動した共通容量線の電位が、画素のスイ
ッチング素子がオフするまでの間に戻り切れないことで
ある。
【０００７】次に、このそれぞれの要因を、具体的なパ
ラメ－タの次元で考察すると、１点目はソ－ス信号の電
位の振幅、ソ－スライン－共通容量線間の容量が関係
し、２点目は共通容量線に対する負荷、すなわち配線抵
抗、蓄積容量、１水平期間、ソ－ス信号の電位の振れる
タイミング等が関係する。ここで再度マルチプレクサ駆
動が、通常駆動と異なる点を上記要因から吟味すると、
ソ－ス信号の電位の振れるタイミングが最も大きい要因
であることがわかる。
【０００８】これを図１７及び図１８を用いて説明す
る。通常駆動においてライン反転駆動を想定した場合、
画素のスイッチング素子のゲート信号（以下、単に画素
のゲート信号という）の電位Ｖgは、ソ－ス信号の電位
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7
の反転周期内において矩形パルス状に変化するように設
定されるのが一般的である。そして、通常駆動の場合に
は、ソースラインの電位Ｖsはソース信号の電位に伴っ
て変化する。これにより、正フレームにおいては、図１
７(a)に示すように、画素の電位Ｖdは、画素のゲート信
号の電位Ｖgの立ち上がりに伴って充電カーブを描いて
立ち上がり、該ゲート信号の電位Ｖgの立下りによって
その時点における電位に保持される。この際、ゲート信
号の電位Ｖgの立下りによって突き抜け電圧ΔＶtsが発
生し、その分電位が変化する。一方、共通容量線の電位
Ｖfは、常時は所定の電位に保持されているが、ソース
ラインの電位Ｖsの立ち上がりによって変動Ｖfaが発生
する。しかし、ソースラインの電位Ｖsの立ち上がり
が、画素のゲ－ト信号の電位Ｖgの立ち上がりよりも前
であるため、ソ－スラインの電位Ｖsが立ち上がって変
化してから、画素のゲ－ト信号が立ち下がって画素の電
位Ｖdが確定するまでにある程度の期間が確保できてい
る。それ故、共通容量線の電位Ｖfの変動Ｖfaは、画素
の電位Ｖdが確定する時点では元に戻っているので、横
クロストークは発生しない。負のフレームにおいても、
図１７(b)に示すように、ソースラインの電位Ｖsの振れ
及び共通容量線の電位Ｖfの変動Ｖfaの方向が逆になる
だけで、正フレームの場合と同様である。また、突き抜
け電圧ΔＶtsは、極性が正負のフレーム間で同じになる
ので、対向電極の電位を変化させることによって相殺す
ることができる。
【０００９】これに対し、マルチプレクサ駆動において
ライン反転駆動を想定した場合、図１８(a),(b)に示す
ように、ソ－スラインの電位Ｖsが振れるタイミング
は、マルチプレクサの各ソースラインに対応するスイッ
チング素子のゲ－ト信号がオンして各ソ－スラインにそ
の対応するソース信号が供給される時点である。この
時、最後にソース信号が供給されるソ－スラインに対応
するマルチプレクサのスイッチング素子のゲ－ト信号が
オンするタイミングが最も遅いが、このタイミングか
ら、画素のゲ－ト信号がオフするまでの期間はかなり短
い期間となってしまう。このため、最後にソース信号が
供給されたソースラインの電位の振れによる共通容量線
の電位Ｖfの振れＶfbが、画素のゲ－ト信号がオフする
までに元に戻りきらずに、該画素のゲート信号がオフし
て画素の電位Ｖdが保持された後に元に戻る。それによ
り、画素の電位の変動ΔＶdが生じ、この変動ΔＶdによ
って横クロストークが発生する。しかも、この画素の電
位の変動ΔＶdは正負のフレーム間で極性が異なるた
め、対向電極の電位を変化させることによっては相殺す
ることができない。
【００１０】以上のように、マルチプレクサ駆動が、通
常駆動の場合よりも横クロスト－クが顕著に現れる理由
は、マルチプレクサ駆動の原理上、ソ－スラインの電位
が変動してから画素のゲ－ト信号がオフするまでの期間
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が短すぎて、その間に共通容量線の電位が、もとの電位
レベルに戻り切れないからであると考えられる。これに
対する対策としては、例えば特開平０３－２８２２号公
報に開示されているように、ソ－スラインの電位が変動
するタイミングにおいてこの影響をキャンセルするため
に、ソ－ス信号と逆極性の補正パルスを印加する方法が
ある。しかしながらこの方法では、補正パルスを新たに
付加する必要があり、信号処理系に新たな機能を追加す
ることになるため、マルチプレクサ駆動によるソ－スド
ライバＩＣのコスト削減、或いは信号処理系の簡略化の
利点が損なわれてしまうという欠点が生じる。
【００１１】本発明は、以上のような課題を解決するた
めになされたものであり、ソ－ス信号供給方法としてマ
ルチプレクサ駆動を用いることによる低コスト化の利点
を損なうことなく、横クロスト－クを低減することが可
能な液晶表示装置及びその駆動方法を提供することを目
的としている。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明に係る液晶表示装
置及びその駆動方法は、表示画面を構成する複数の画素
が複数のソースラインに１以上のゲートラインを通じて
該ゲートライン毎に選択可能に接続され、上記複数のソ
ースラインが所定数単位でマルチプレクサを介して１以
上のソース信号出力端子に接続され、上記複数の画素が
上記ゲートラインを通じて順次選択され、該選択に合わ
せて上記ソース信号出力端子から出力される多重ソース
信号に時分割多重された複数の個別ソース信号が上記マ
ルチプレクサによって対応する各ソースラインに順次分
配され、それにより各個別ソース信号が上記選択された
画素のうちの対応する画素に順次書き込まれて表示が行
われるよう構成された液晶表示装置の駆動方法におい
て、上記時分割多重における最後の個別ソース信号に対
応する各画素に、上記個別ソース信号の各画素に対応す
る部分を書き込む前に、上記個別ソース信号の該部分と
同じ極性の他の画素に対応する部分を書き込むものであ
る（請求項１、１８）。
【００１３】かかる構成とすると、最後の個別ソース信
号を目的とする画素に書き込む前に、その個別ソース信
号と同じ極性の他の画素用の個別ソース信号が一旦書き
込まれるので、画素の電位が確定する順次選択期間の終
期に最も近いソースラインの電位変動が小さくなるの
で、横クロストークを低減することができる。しかも、
この構成は、画素への個別ソース信号の書き込みを本来
の期間の他にも行うようにすれば済むので、新たな信号
処理系を追加する必要がなく、従って、ソ－ス信号供給
方法としてマルチプレクサ駆動を用いることによる低コ
スト化の利点を損なうことがない。
【００１４】この場合、上記ゲートラインを通じた選択
を上記順次選択される期間たる順次選択期間の前にも行
うことによって、上記個別ソース信号の他の画素に対応
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9
する部分として、上記最後の個別ソース信号の他の画素
に対応する部分を書き込むようにしてもよい（請求項
２、１９）。かかる構成とすると、画素の選択期間を追
加するだけで済むので、簡単な構成で横クロストークを
低減することができる。
【００１５】また、上記個別ソース信号の上記マルチプ
レクサによる分配を上記順次分配される期間たる順次分
配期間の前のプリチャージ分配期間にも行うことによっ
て、上記個別ソース信号の他の画素に対応する部分とし
て、上記時分割多重における最後以外の個別ソース信号
を書き込むようにしてもよい（請求項３、２０）。かか
る構成とすると、個別ソース信号の分配期間を追加又は
シフトするだけで済むので、簡単な構成で横クロストー
クを低減することができる。
【００１６】この場合、上記プリチャージ分配期間が、
上記順次分配期間とは別個の期間であるとしてもよい
（請求項４、２１）。
【００１７】この場合、上記プリチャージ分配期間が、
上記時分割多重における最後以外の個別ソース信号の順
次分配期間と重なるように設定されたものとしてもよい
（請求項５、２２）。かかる構成とすると、プリチャー
ジ分配期間と他の個別ソース信号の順次分配期間との合
計期間をこれらが重なり合わない場合に較べて短くする
ことができるので、順次分配期間を長く又は前にシフト
することができる。その結果、画素の充電誤差及び横ク
ロストークをより効果的に低減することが可能になる。
【００１８】また、上記の場合、上記時分割多重におけ
る最後以外の個別ソース信号を、同じ上記順次選択期間
内における上記順次分配期間の前の前置分配期間にも、
対応するソースラインに分配するようにしてもよい（請
求項６、２３）。かかる構成とすると、最後以外の個別
ソース信号に対応する画素の充電誤差を低減することが
できる。
【００１９】この場合、上記前置分配期間が、上記プリ
チャージ分配期間と重なるように設定されたものとして
もよい（請求項７、２４）。かかる構成とすると、プリ
チャージ分配期間と前置分配期間との合計期間をこれら
が重なり合わない場合に較べて短くすることができるの
で、順次分配期間を長く又は前にシフトすることができ
る。その結果、画素の充電誤差及び横クロストークより
効果的に低減することが可能になる。
【００２０】また、上記前置分配期間及び上記プリチャ
ージ分配期間の長さが、それぞれ、対応する上記順次分
配期間の長さより短く設定されたものとしてもよい（請
求項８、２５）。かかる構成とすると、順次分配期間を
長く又は前にシフトすることができるので、画素の充電
誤差及び横クロストークより効果的に低減することが可
能になる。
【００２１】また、上記時分割多重における最初の個別
ソース信号に対応する上記前置分配期間の始期が上記順
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次選択期間の始期より前に設定されたものとしてもよい
（請求項９、２６）。かかる構成とすると、順次分配期
間を長く又は前にシフトすることができるので、画素の
充電誤差及び横クロストークより効果的に低減すること
が可能になる。
【００２２】この場合、上記順次分配期間の長さが、上
記前置分配期間及び上記プリチャージ分配期間の長さよ
り長く設定されたものとしてもよい（請求項１０、２
７）。かかる構成とすると、画素の充電誤差をより効果
的に低減することができる。
【００２３】この場合、上記時分割多重における最後の
個別ソース信号に対応する順次分配期間の始期が、上記
時分割多重における１つ前の個別ソース信号が出力され
る期間に掛かるように設定されたものとしてもよい（請
求項１１、２８）。かかる構成とすると、より効果的に
横クロストークを低減することができる。
【００２４】また、本発明に係る液晶表示装置及びその
駆動方法は、表示画面を構成する複数の画素が複数のソ
ースラインに１以上のゲートラインを通じて該ゲートラ
イン毎に選択可能に接続され、上記複数のソースライン
が所定数単位でマルチプレクサを介して１以上のソース
信号出力端子に接続され、上記複数の画素が上記ゲート
ラインを通じて順次選択され、該選択に合わせて上記ソ
ース信号出力端子から出力される多重ソース信号に時分
割多重された複数の個別ソース信号が上記マルチプレク
サによって対応する各ソースラインに順次分配され、そ
れにより各個別ソース信号が上記選択された画素のうち
の対応する画素に順次書き込まれて表示が行われるよう
構成された液晶表示装置の駆動方法において、上記順次
選択される期間たる順次選択期間の始期から上記時分割
多重における最初の個別ソース信号が順次分配される期
間たる最初の順次分配期間の終期までの期間である第１
の期間の長さに対し、上記時分割多重における最後の個
別ソース信号が順次分配される期間たる最後の順次分配
期間の始期から上記順次選択期間の終期までの期間であ
る第２の期間の長さの方が長く設定されているものであ
る（請求項１２、２９）。
【００２５】かかる構成とすると、従来のマルチプレク
サ駆動では、一般に、上記第１の期間と上記第２の期間
とが略等しくなるように設定されているので、順次選択
期間Ｔg内における最後の順次分配期間の相対的な始期
が従来に較べて前になる。そのため、横クロストークを
従来に較べて低減することができる。
【００２６】この場合、上記最後の順次分配期間の始期
が、上記時分割多重における１つ前の個別ソース信号が
出力される期間に掛かるように設定されたものとしても
よい（請求項１３、３０）。かかる構成とすると、順次
分配期間を前にシフトするだけで済むので、簡単な構成
で横クロストークを低減することができる。
【００２７】また、上記最後の順次分配期間の長さが、
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上記最初の順次分配期間の長さより長く設定されたもの
としてもよい（請求項１４、３１）。かかる構成とする
と、順次分配期間の長さを変えるだけで、横クロストー
クを低減することができる。
【００２８】また、上記最初の順次分配期間の始期が上
記順次選択期間の始期より前に設定されたものとしても
よい（請求項１５、３２）。かかる構成とすると、順次
分配期間をより前にシフトするだけで、より効果的に横
クロストークを低減することができる。
【００２９】また、少なくとも上記最後の順次分配期間
の始期が、上記時分割多重における１つ前の個別ソース
信号の順次分配期間に掛かるように設定されたものとし
てもよい（請求項１６、３３）。かかる構成とすると、
順次分配期間の始期がより前に位置する分、効果的に横
クロストークを低減することができる。
【００３０】また、上記の場合、上記各画素が画素用ス
イッチング素子を介して上記ソースラインへ接続される
とともに上記画素の選択を上記ゲートラインを通じて該
画素用スイッチング素子をオンさせることにより行い、
上記所定数のソースラインが上記マルチプレクサを構成
するマルチプレクサ用スイッチング素子を介して上記ソ
ース信号出力端子にそれぞれ接続されるとともに上記個
別ソース信号の上記ソースラインへの分配を該マルチプ
レクサ用スイッチング素子をオンさせることにより行う
ようにしてもよい（請求項１７、３４）。
【００３１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を、図
面を参照しながら説明する。
実施の形態１
図１は本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の全体
構成を示すブロック図、図２は図１の液晶表示装置の２
画素分の構成を示すブロック図、図３は図１の全体構成
において表示部を従来の方法によって駆動した場合の各
信号の波形及び特定個所の電位変化を示すタイミングチ
ャート、図４は図１の全体構成において表示部を本実施
の形態に係る方法によって駆動した場合の各信号の波形
及び特定個所の電位変化を示すタイミングチャートであ
る。なお、図３、図４においては理想的な信号波形を示
している。
【００３２】図１に示すように、本実施の形態に係る液
晶表示装置１は、表示部２と、水平走査回路３と、垂直
走査回路４と、複数のマルチプレクサ５と、マルチプレ
クサコントローラ６と、図示されないバックライトとを
備えている。
【００３３】図２を併せて参照すると、表示部２は、表
示画面を構成するマトリクス状に形成された複数の画素
７を有している。各画素７は、画素電極21を有し、該画
素電極21と対向電極22との間に液晶容量Ｃlcが形成され
かつ該画素電極21と共通容量線９との間に蓄積容量Ｃst
が形成されている。表示部２には、さらに、このマトリ
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クス状に形成された画素７の行毎及び列毎にそれぞれゲ
ートラインＧＬ及びソースラインＳＬが互いに直交する
ように形成されている。そして、このゲートラインＧＬ
及びソースラインＳＬに、各画素７が行毎及び列毎に接
続されている。つまり、各画素７には、例えばＴＦＴか
らなる画素用スイッチング素子８が形成され、該画素用
スイッチング素子８の一方の主端子（ドレイン）が画素
電極21に接続されるとともに、該画素用スイッチング素
子８の他方の主端子（ソース）及び制御端子（ゲート）
がそれぞれその対応するソースラインＳＬ及びゲートラ
インＧＬに接続されている。各ゲートラインＧＬは、垂
直走査回路４に接続されている。垂直走査回路４は、こ
こではゲートドライバで構成され、各ゲートラインＧＬ
に画素用ゲート信号Ｓgnを出力して各画素用スイッチン
グ素子８をゲートラインＧＬ毎にオン・オフ駆動する。
ソースラインＳＬは、隣接する２本毎にマルチプレクサ
５を介して水平走査回路３の出力端子３aに接続されて
いる。水平走査回路３は、ここではソースドライバで構
成され、外部から入力される画像信号に基づいてシリア
ルソース信号（多重ソース信号）Ｓmnを生成し、これを
垂直走査回路から出力されるゲート信号Ｓgnにタイミン
グを合わせて出力端子３aから出力する。シリアルソー
ス信号Ｓmnは、ここでは、対応する２本のソースライン
ＳＬ用の個別ソース信号Ｓsnが時分割多重されて構成さ
れている。個別ソース信号Ｓsnは、１つのソースライン
ＳＬに属する各画素７に書き込まれるべき電位が時間的
に連続するように含まれて構成されている。
【００３４】マルチプレクサ５は、ここでは、第１のス
イッチング素子10及び第２のスイッチング素子11の２つ
のスイッチング素子を有している。第１、第２のスイッ
チング素子10,11の一方の主端子は水平走査回路３の互
いに共通の出力端子３aに接続され、他方の主端子は、
各々に対応するソースラインＳＬにそれぞれ接続されて
いる。そして、第１、第２のスイッチング素子10,11の
制御端子は、それぞれ、第１、第２のマルチプレクサ用
ゲートラインＬ1,Ｌ2を介してマルチプレクサ用コント
ローラ６に接続されている。マルチプレクサ用コントロ
ーラ６は、第１、第２のマルチプレクサ用ゲートライン
Ｌ1,Ｌ2に第１、第２のマルチプレクサ用ゲート信号を
それぞれ出力して、第１、第２のスイッチング素子10,1
1をそれぞれオン・オフ駆動する。
【００３５】また、共通容量線９は画素７の行毎にゲー
トラインＧＬに平行に設けられ、互いに共通の電源によ
って所定の電位に保持される。また、対向電極22は各画
素に共通に配設され所定の電位に保持される。そして、
ソースラインＳＬとゲートラインＧＬとの交差点にはク
ロス容量Ｃgsが形成され、ソースラインＳＬと共通容量
線９との交差点にはクロス容量Ｃsfが形成されている。
【００３６】次に、以上のように構成された液晶表示装
置の動作、すなわち、本実施の形態に係る液晶表示装置
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の駆動方法を図１～図４を用いて説明する。
【００３７】本実施の形態に係る駆動方法は、マルチプ
レクサの基本的な駆動方法として従来の駆動方法を含ん
でいるので、ここでは、まず、図１の全体構成において
表示部を従来の駆動方法で駆動する場合を本実施の形態
に係るマルチプレクサの基本的な駆動方法として説明
し、次いで、本実施の形態に係る駆動方法の特徴的構成
を説明する。また、ここでは、図２に示す任意の１つの
マルチプレクサ５に着目し、このマルチプレクサ５に接
続されたソースライン、このソースラインに接続された
任意の１対の画素、及びこれらに関連する信号にp,qの
子符号を付して説明する。
【００３８】図１～図４において、従来の駆動方法で
は、まず、水平走査回路３の出力端子３aからマルチプ
レクサ５にシリアルソース信号Ｓmnが出力される。図３
に示すように、ここでは、一般に用いられるライン反転
駆動が採用されており、シリアルソース信号Ｓmnは、１
水平期間Ｔh毎にその極性が切り替る。また、通常の駆
動では１水平期間内には１本のソ－スラインに書き込む
信号のみを有するのに対し、マルチプレクサ駆動では１
水平期間Ｔh内に複数本のソ－スラインに書き込む信号
を有しており、ここでは、２本分の信号を有している。
すなわち、シリアルソース信号Ｓmnは、１水平期間Ｔh
が前半と後半とに分割され、各々に第１、第２のソース
ラインＳＬp,ＳＬqに書き込む個別ソ－ス信号（具体的
にはその信号電位）Ｓsp,Ｓsqを有している。一般に
は、シリアルソース信号Ｓmnでは、前半と後半が等しく
なるよう分割されるので、２分の１水平期間毎に２つの
個別ソース信号Ｓsp,Ｓsqが相互に切り替っている。な
お、ライン反転駆動の場合にはこの１水平期間内の個別
ソース信号は全て同極性となっているが、ドット反転駆
動の場合には、これらの個別ソース信号も交互に逆極性
となる。
【００３９】次に、垂直走査回路４からは、図３に示す
ようにオン電位Ｖgonとオフ電位Ｖgoffとの２値を取る
画素用ゲート信号ＳgnがゲートラインＧＬnに出力され
る。この画素用ゲート信号Ｓgnは、シリアルソース信号
Ｓmnが画素７p,７qに対応する部分を含む水平期間Ｔhに
切り替ると、その切り替りの時点から時間Ｔggだけ遅れ
てオン電位Ｖgonになり、シリアルソース信号Ｓmnが次
の水平期間Ｔhに切り替る時点よりある時間Ｔsgだけ前
にオフ電位Ｖgoffになる。画素用ゲート信号Ｓgnがオン
電位Ｖgonになると、ゲートラインＧＬnに接続されてい
る画素７p,７qの各画素用スイッチング素子８p,８qがオ
ン（導通）する。
【００４０】次に、マルチプレクサコントローラ６から
は、図３に示すようにオン電位Ｖmgonとオフ電位Ｖmgof
fとの２値を取る第１、第２のマルチプレクサ用ゲート
信号Ｓmg1,Ｓmg2が、それぞれ、マルチプレクサ用ゲー
トラインＬ1,Ｌ2に出力される。第１のマルチプレクサ
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用ゲート信号Ｓmg1は、画素用ゲート信号Ｓgnがオン電
位Ｖgonになるとオン電位Ｖmgonになり、シリアルソー
ス信号Ｓmnが次の個別ソース信号Ｓsqに切り替る前にオ
フ電位Ｖmgoffになる。また、第２のマルチプレクサ用
ゲート信号Ｓmg2は、シリアルソース信号Ｓmnが個別ソ
ース信号Ｓsqに切り替るとオン電位Ｖmgonになり、画素
用ゲート信号Ｓgnがオフ電位Ｖgoffになる前にオフ電位
Ｖmgoffになる。
【００４１】そして、第１のマルチプレクサ用ゲート信
号Ｓmg1がオン電位Ｖmgonになると、第１のスイッチン
グ素子10がオンし、シリアルソース信号Ｓmnの個別ソー
ス信号Ｓspが、ソースラインＳＬp及び画素用スイッチ
ング素子８pを介して画素７pの電極21に書き込まれる。
この時、第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg2は、
オフ電位Ｖmgoffになっているので、第２のスイッチン
グ素子11はオフ（遮断）しており、従って、画素７pの
電極21には個別ソース信号Ｓspは書き込まれない。その
後、第１のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1がオフ電
位Ｖmgoffになると、第１のスイッチング素子10がオフ
し、個別ソース信号Ｓspの書き込みが終了する。
【００４２】次いで、第２のマルチプレクサ用ゲート信
号Ｓmg2がオン電位Ｖmgonになると、第２のスイッチン
グ素子11がオンし、シリアルソース信号Ｓmnの個別ソー
ス信号Ｓsqが、ソースラインＳＬq及び画素用スイッチ
ング素子８qを介して画素７qの電極21に書き込まれる。
この時、第１のスイッチング素子10はオフしているの
で、画素７pの電極21には個別ソース信号Ｓsqは書き込
まれず、直前に書き込まれた個別ソ－ス信号Ｓspの電位
を保持している。その後、第２のマルチプレクサ用ゲー
ト信号Ｓmg2がオフ電位Ｖmgoffになると、第２のスイッ
チング素子11がオフし、個別ソース信号Ｓsqの書き込み
が終了する。
【００４３】このようにして、垂直走査回路４から画素
用ゲート信号Ｓgnが出力されることによって画素７p,７
qが選択され、水平走査回路３の出力端子３aから出力さ
れたシリアルソース信号Ｓmnに時分割多重された個別ソ
ース信号Ｓsp,Ｓsqが、マルチプレクサ５によって各々
に対応するソースラインＳＬp,ＳＬqに振り分け（以
下、分配という）られ、上記選択された画素７p,７q
に、この分配された個別ソース信号Ｓsp,Ｓsqの画素７
p,７qに対応する部分が書き込まれる。そして、表示部
２全体に着目すると、この一連の動作が各マルチプレク
サ５毎に並行して遂行され、各画素７が垂直走査回路４
によってゲートラインＧＬ毎に順次選択されることによ
り、全ての画素７に個別ソース信号Ｓsｎが書き込ま
れ、それにより、バックライトから供給される光の透過
率が液晶を介して制御されて、画像信号に応じた映像が
表示画面に表示される。
【００４４】次に、ソ－スラインＳＬp,ＳＬqの電位Ｖs
p,Ｖsqの変化に着目すると、まず、第１のマルチプレク
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サ用ゲ－ト信号Ｓmg1がオン電位Ｖmgonになるタイミン
グでその電位Ｖspが個別ソース信号Ｓspの電位に変化
し、信号のスル－状態を経て、第１のマルチプレクサ用
ゲ－ト信号Ｓmg1がオフ電位Ｖmgoffになった後、そのま
ま信号のホ－ルド状態に移行するので電位Ｖspそのもの
は上記変化当初の状態が維持される。この状態は、次の
１水平期間Ｔhにおいて再び第１のマルチプレクサ用ゲ
－ト信号Ｓmg1がオン電位Ｖmgonになるまで維持され、
その時点で新たな個別ソース信号Ｓspの電位に切り替わ
る。またソ－スラインＳＬqの電位Ｖsqも同様にして切
り替わる。
【００４５】次に、画素７pの画素電極21の電位Ｖdpの
変化に着目すると、まず、ソ－スラインＳＬpの電位Ｖs
pの変化に追随してその電位Ｖdpが該ソ－スラインＳＬp
の電位Ｖspに応じた特定電位に変化し、信号のスル－状
態を経て、画素用ゲ－ト信号Ｓgnがオフ電位Ｖgoffにな
った後、そのまま信号のホ－ルド状態に移行するので電
位Ｖdpそのものは上記特定電位が維持される。この状態
は、次のフレ－ムにおいて再び画素用ゲ－ト信号Ｓgnが
オン電位Ｖgonになるまで維持され、その時点で新たな
ソ－スラインＳＬpの電位Ｖspに応じた特定電位に切り
替わる。また、画素７qの画素電極21の電位Ｖdqも同様
にして切り替わる。
【００４６】以上の動作から判るように、マルチプレク
サ駆動における画素７への個別ソース信号Ｓsp,Ｓsqの
書き込み条件は、通常駆動におけるそれとは異なってい
る。すなわち、通常駆動では、ソ－ス信号が画素に書き
込まれるタイミングは、画素用ゲ－ト信号がオン電位に
切り替る時点であるのに対し、マルチプレクサ駆動で
は、第１、第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg1,Ｓ
mg2がオン電位Ｖmgonに切り替る時点となり、相対的に
遅れている。特に、第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号
Ｓmg2は、第１のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg1に比
べて遅れてオン電位Ｖmgonに切り替るため、画素７qの
画素電極21に対する個別ソース信号Ｓsqの充電に与えら
れる期間は短く、充電誤差等の問題がより起こりやすく
なる。また、このソ－ス信号の画素への書き込みタイミ
ングの相対的な遅れは、横クロスト－クに対しても厳し
い条件といえる。つまり、既述のように、横クロストー
クの発生は、ソ－スラインＳＬp,ＳＬqの電位Ｖsp,Ｖsq
が個別ソース信号Ｓsp,Ｓsqの書き込みにより変動して
から、画素用ゲ－ト信号Ｓgnがオフ電位Ｖgoffに切り替
るまでの期間が短過ぎて、その個別ソース信号Ｓsp,Ｓs
qの変動の影響を充分に解消しきれないことに起因して
いるからである。なお、図３において、符号Ｖfa,Ｖfb
はソースラインの電位変動に伴う共通容量線の電位変動
を示し、符号ΔＶd＋ΔＶtsはその共通容量線の電位変
動Ｖfa,Ｖfbによる画素電極の電位変動を示す。
【００４７】このように、表示部２を従来のままで駆動
すると、原理的に横クロスト－ク等の問題が起こりやす
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いことが判る。そして、これに、大型パネル、高精細等
の特定の条件下による共通容量線９の負荷の増大、１水
平期間Ｔhの減少等が組合わさると、横クロストークが
顕在化することになる。
【００４８】そこで、この課題を解消すべく、本実施の
形態に係る液晶表示装置の表示部２の駆動方法は、シリ
アルソース信号Ｓmnの時分割における後の個別ソース信
号Ｓsqに対応するソースラインＳＬqに設けられた第２
のスイッチング素子11のゲートに入力される第２のマル
チプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg2が、時間軸上において、
本来のオン電位期間の他に、画素用ゲ－ト信号Ｓgnのオ
ン電位期間の前半にもオン電位期間を有するように設定
されている。具体的には、図４に示すように、第２のマ
ルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg2が、時間軸上におい
て、画素用ゲ－ト信号Ｓgnのオン電位期間（以下、順次
選択期間という）Ｔgの後半Ｔgqに位置する本来のオン
電位期間（以下、順次分配期間という）Ｔmgqとその前
半Ｔgpに位置するプリチャージ用のオン電位期間（以下
プリチャージ分配期間という）Ｔmgq'とを有している。
この設定によれば、表示部２のソースラインＳＬqにお
いては、まず、第２のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg
2のプリチャージ分配期間Ｔmgq'にマルチプレクサ５の
第２のスイッチング素子11が導通して、シリアルソース
信号Ｓmnの個別ソース信号Ｓspが画素７qの画素電極21
に書き込まれ、その後、同じく順次分配期間Ｔmgqにマ
ルチプレクサ５の第２のスイッチング素子11が導通し
て、シリアルソース信号Ｓmnの個別ソース信号Ｓsqが画
素７qの画素電極21に書き込まれる。これにより、画素
７qには、一旦、他の画素７p用の個別ソース信号Ｓspが
書き込まれた後に、目的とする個別ソース信号Ｓsqが書
き込まれる。一方、共通容量線９の電位ｖfは、第２の
マルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg2のプリチャージ分配
期間Ｔmgq'の開始時における個別ソース信号Ｓspの画素
７qへの書き込みに伴うソースラインＳＬqの電位Ｖsqの
振れによって変動Ｖfaが生じ、次いで、個別ソース信号
Ｓspの画素７pへの書き込みに伴うソースラインＳＬpの
電位Ｖspの振れによる変動Ｖfbが生じた後、第２のマル
チプレクサ用ゲート信号Ｓmg2の順次分配期間Ｔmgqの開
始時における個別ソース信号Ｓsqの画素７qへの書き込
みに伴うソースラインＳＬqの電位Ｖsqの振れによって
変動Ｖfcが生じる。この場合、プリチャージ分配期間Ｔ
mgq'におけるソースラインＳＬqの電位Ｖsqの振れは極
性の反転を伴うものであるため、それ伴う共通容量線９
の電位Ｖfの変動Ｖfaは大きい。しかし、この変動Ｖfa
は、画素用ゲート信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgの終了の
タイミングから十分離れているので横クロストークの発
現には影響しない。一方、順次分配期間Ｔmgqにおける
共通容量線９の電位Ｖfの変動Ｖfcは、画素用ゲート信
号Ｓgnの順次選択期間Ｔgの終了のタイミングに近いの
で横クロストークの発現に大きな影響を及ぼす。しか
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し、本実施の形態ではライン反転駆動を採用していて、
この共通容量線９の電位Ｖfの変動Ｖfcの基になるソー
スラインＳＬqの電位Ｖsqの変動が極性の反転を伴なわ
ないため小さい。従って、この共通容量線９の電位Ｖf
の変動Ｖfcも小さいので、従来の表示部の駆動方法に比
べて横クロストークを大幅に低減することができる。
【００４９】本実施の形態で重要なことは、第１に、シ
リアルソース信号Ｓmnの時分割における後の個別ソース
信号（以下、単に後の個別ソース信号という）Ｓsqに対
応する第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg2を、当
該個別ソース信号Ｓsqが出力される期間にオン電位期間
Ｔmgqを有するとともに、他方の個別ソース信号Ｓspが
出力される期間にもオン電位期間Ｔmgq'を有するように
設定することにより、ソ－スラインの電位が大きく振れ
るタイミングを、より前に設定することが可能になると
いうことである。第２に、１回目のオン電位期間Ｔmgq'
では、本来目的とする個別ソ－ス信号Ｓsqを目的の画素
７qに書き込むことはできないが、ここでの目的は、あ
くまでソ－スラインの電位を、ソースラインの配線容量
を利用して、この時点で一旦変動させておくということ
である。
【００５０】次に、表示部２の駆動方法の変形例を説明
する。図５は、本実施の形態の液晶表示装置の表示部の
駆動方法の変形例を示す波形図であって、(a)は第１の
変形例を示す図、(b)は第２の変形例を示す図である。
【００５１】図５(a)に示すように、第１の変形例で
は、シリアルソース信号Ｓmnの時分割における前の個別
ソース信号（以下、単に前の個別ソース信号という）Ｓ
spに対応する第１のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg1
が、画素用ゲート信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgの前半Ｔg
p内において、２つのオン電位期間Ｔmgp,Ｔmgp'を有し
ている。かかる構成とすると、個別ソース信号Ｓspに対
応する画素７pの充電余裕度を大きくとることができ
る。なお、第１のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg1の
前のオン電位期間Ｔmgp'を、以下、前置分配期間とい
う。
【００５２】図５(b)に示すように、第２の変形例で
は、前の個別ソース信号Ｓspに対応する第１のマルチプ
レクサ用ゲ－ト信号Ｓmg1が、後の個別ソース信号Ｓsq
に対応する第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg2の
プリチャージ分配期間Ｔmgq'と重なる長い順次分配期間
Ｔmgpを有している。かかる構成としても、個別ソース
信号Ｓspに対応する画素７pの充電余裕度を大きくとる
ことができる。なお、この第２の変形例を第１の変形例
と比較すると、第１の変形例では、両マルチプレクサ用
ゲ－ト信号Ｓmg1,Ｓmg2が同時にオン電位となる期間が
ないため、１回目のオン電位期間における画素７p,７q
の充電が有利になる反面、その充電余裕度が若干劣るの
に対し、この第２の変形例ではその逆となる。従って、
そのケースに応じて有利な方を採用すればよい。
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【００５３】なお、上記構成例では、説明を判り易くす
るためソースドライバ（水平走査回路）３の振り分け方
式として、２ライン振り分け方式を採用する場合を示し
たが、３ライン振り分け、若しくはそれ以上の数のライ
ン振り分け方式についても原理的に採用可能であり、基
本的な動作は同じである。従って、これらに対しても本
発明を上記構成例と同様に適用することができる。
実施の形態２
図６は本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の駆動
方法を示す波形図である。図６において図５と同一符号
は同一又は相当する部分を示す。図６に示すように、本
実施の形態では、シリアルソース信号Ｓmnの１フレーム
期間Ｔf内に、あるゲートラインＧＬnの画素用ゲート信
号Ｓgnが、順次選択期間Ｔgの他に、シリアルソース信
号Ｓmn（図示せず）の極性が同じである他のゲートライ
ンＧＬm（図示せず）の画素用ゲート信号Ｓgm（図示せ
ず）の順次選択期間Ｔg（図示せず）に時間軸上で全く
重なるオン電位期間（以下、プリチャージ選択期間とい
う）Ｔg'を有するように設定されている。その他の点
は、実施の形態１の第１の変形例と同様である。
【００５４】かかる構成とすると、実施の形態１より
も、ソ－スラインの電位の振れのタイミングを前に設定
することが可能となり、より効果的に横クロストーク及
び充電誤差を低減することができる。
実施の形態３
図７は本発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の駆動
方法を示す波形図である。図７において図５と同一符号
は同一又は相当する部分を示す。
【００５５】図７に示すように、本実施の形態では、第
１のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1の前置分配期間
Ｔmgp'と第２のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg2のプ
リチャージ分配期間Ｔmgq'とが時間軸上で全く重なり合
うように設定されている。その他の点は、実施の形態１
の第１の変形例と同様である。
【００５６】かかる構成とすると、第１のマルチプレク
サ用ゲート信号Ｓmg1の前置分配期間Ｔmgp'と第２のマ
ルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg2のプリチャージ分配期
間Ｔmgq'との合計期間をそれらが重なり合わない場合に
較べて短くすることができるので、１回のオン電位期間
の長さを、より長く設定することが可能となる。その結
果、より効果的に横クロストーク及び充電誤差を低減す
ることができる。
実施の形態４
図８は本発明の実施の形態４に係る液晶表示装置の駆動
方法を示す波形図である。図８において図５と同一符号
は同一又は相当する部分を示す。
【００５７】図８に示すように、本実施の形態では、第
１、第２のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1,Ｓmg2に
おいて、それぞれ前置分配期間Ｔmgp',プリチャージ分
配期間Ｔmgq'の長さが順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqの長さ
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より短くなるように設定されている。つまり、Ｔmgp'＜
Ｔmgp、Ｔmgq'＜Ｔmgqとなるように設定されている。そ
の他の点は、実施の形態１の第１の変形例と同様であ
る。
【００５８】かかる構成とすると、実施の形態３の場合
と同様に、第１のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1の
前置分配期間Ｔmgp'と第２のマルチプレクサ用ゲート信
号Ｓmg2のプリチャージ分配期間Ｔmgq'との合計期間を
それらが重なり合わない場合に較べて短くすることがで
きるので、順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqの長さを、より長
く設定することが可能となる。その結果、より効果的に
充電誤差を低減することができる。
【００５９】なお、２つのマルチプレクサ用ゲート信号
Ｓmg1,Ｓmg2の双方ではなく、そのいずれかを上記のよ
うに構成してもよい。
【００６０】実施の形態５
図９は本発明の実施の形態５に係る液晶表示装置の駆動
方法を示す波形図であって、(a)は前の個別ソース信号
に対応するソースラインのマルチプレクサ用のゲート信
号に工夫を施した場合を示す図、(b)は後の個別ソース
信号に対応するソースラインのマルチプレクサ用ゲート
信号に工夫を施した場合を示す図である。図９において
図５と同一符号は同一又は相当する部分を示す。
【００６１】図９に示すように、本実施の形態では、実
施の形態１の第１の変形例において、前の個別ソース信
号Ｓspに対応するソースラインのマルチプレクサの第１
のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1の前置分配期間Ｔm
gp'が、画素用ゲ－ト信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgの開始
より前のタイミングで開始するように設定したものであ
る。
【００６２】かかる構成とすると、２つのマルチプレク
サ用ゲ－ト信号Ｓmg1,Ｓmg2のプリチャージ期間Ｔmgp',
Ｔmgq'の合計期間のうち、時間軸上において画素用ゲ－
ト信号Ｓgnの順次選択期間Ｔg内に位置している部分を
より短くすることができる。その結果、図９(a)に示す
ように、順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqの長さを長くする
か、又は図９(b)に示すように、順次分配期間Ｔmgp,Ｔm
gqの開始のタイミングをより前に設定することが可能と
なる。そして、順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqの長さを長く
設定した場合には、順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqが長くな
る分、画素への充電誤差を低減することができる。一
方、順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqの開始のタイミングをよ
り前に設定した場合には、ソースラインの電位変動によ
る共通容量線の電位変動のタイミングが画素用ゲ－ト信
号Ｓgnの順次選択期間Ｔgの終了のタイミングから離れ
る分、横クロストークをより効果的に低減することがで
きる。
実施の形態６
図１０は本発明の実施の形態６に係る液晶表示装置の駆
動方法を示す波形図である。図１０において図６と同一
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符号は同一又は相当する部分を示す。
【００６３】図１０に示すように、本実施の形態は、実
施の形態２において、第１、第２のマルチプレクサ用ゲ
－ト信号Ｓmg1,Ｓmg2が順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqのみを
有するようにしたものである。つまり、マルチプレクサ
の従来の駆動方法において、シリアルソース信号Ｓmnの
１フレーム期間Ｔf内に、あるゲートラインＧＬnの画素
用ゲート信号Ｓgnが、順次選択期間Ｔgの他に、シリア
ルソース信号Ｓmnの極性が同じである他のゲートライン
ＧＬm（図示せず）の画素用ゲート信号Ｓgm（図示せ
ず）の順次選択期間Ｔg（図示せず）内にプリチャージ
選択期間Ｔg'を有するように設定したものである。
【００６４】かかる構成とすると、実施の形態２よりも
簡易な構成で、条件によっては同等レベルの効果を得る
ことができる。また、画素用ゲ－ト信号をプリチャージ
選択期間Ｔg'を有するように設定することは、従来から
よく用いられる手法であるが、これを本実施の形態のよ
うに、マルチプレクサ駆動と組み合わせることにより、
横クロスト－クの発生という課題を解決できるという新
たな効果を生み出したものである。
実施の形態７
図１１は本発明の実施の形態７の実施例１に係る液晶表
示装置の駆動方法を示す波形図、図１２は同じく実施例
２に係る液晶表示装置の駆動方法を示す波形図、図１３
は同じく実施例３に係る液晶表示装置の駆動方法を示す
波形図、図１４は同じく実施例４に係る液晶表示装置の
駆動方法を示す波形図、図１５は同じく実施例５に係る
液晶表示装置の駆動方法を示す波形図である。図１１～
図１５において図３と同一符号は同一又は相当する部分
を示す。
【００６５】図１１～図１５に示すように、本実施の形
態に係る液晶表示装置の駆動方法は、マルチプレクサの
従来の駆動方法において、画素用ゲ－ト信号Ｓgnの順次
選択期間Ｔgが開始してから第１のマルチプレクサ用ゲ
－ト信号Ｓmg1の順次分配期間Ｔmgpが終了するまでの期
間Ｔ1と、第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg2の順
次分配期間Ｔmgqが開始してから画素用ゲ－ト信号Ｓgn
の順次選択期間Ｔgが終了するまでの期間Ｔ2との間にＴ
１＜Ｔ２なる関係が成立するように、第１、第２のマル
チプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg1,Ｓmg2を設定したもので
ある。
【００６６】つまり、図３に示すように、マルチプレク
サの従来の駆動方法では、一般に、シリアルソース信号
Ｓmnの１水平期間Ｔhの前半と後半とが同じ長さに設定
され、画素用ゲート信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgが、こ
のシリアルソース信号Ｓmnの１水平期間Ｔh内に、その
始期及び終期に対し略等しい時間間隔Ｔgg,Ｔsgをそれ
ぞれ有して位置するように設定され、かつ第１,第２の
マルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1,Ｓmg2の順次分配期
間Ｔmgp,Ｔmgqが、この画素用ゲート信号Ｓgnの順次選
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択期間Ｔgの前半及び後半内に、その始期及び終期に対
し略等しい時間間隔をそれぞれ有して位置するようにそ
れぞれ設定される。従って、上述の画素用ゲ－ト信号Ｓ
gnの順次選択期間Ｔgが開始してから第１のマルチプレ
クサ用ゲ－ト信号Ｓmg1の順次分配期間Ｔmgpが終了する
までの期間Ｔ1と、第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号
Ｓmg2の順次分配期間Ｔmgqが開始してから画素用ゲ－ト
信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgが終了するまでの期間Ｔ2と
は略等しい長さになっている。そこで、本実施の形態の
ように構成すると、画素用ゲ－ト信号Ｓgnの順次選択期
間Ｔg内における第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓm
g2の順次分配期間Ｔmgqの相対的な始期が従来に較べて
前になる。よって、横クロストークを従来に較べて低減
することができる。
【００６７】以下、本実施の形態の具体例を実施例とし
て説明する。
（実施例１）図１１に示すように、本実施例では、第
１、第２のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1,Ｓmg2の
順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqが、画素用ゲート信号Ｓgnの
順次選択期間Ｔgの前半及び後半内において、従来例に
較べて前に位置するようにそれぞれ設定されている。か
かる構成とすると、順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqの位置を
僅かに前方にシフトするだけで済むので、本実施例に係
る液晶表示装置の駆動方法を簡易に構成することができ
る。
（実施例２）図１２に示すように、本実施例では、第２
のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg2の順次分配期間Ｔm
gqが、画素用ゲート信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgの前半
にも掛かるように設定されている。かかる構成とする
と、第２のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg2の順次分
配期間Ｔmgqの初期に、その対応する画素に前の個別ソ
ース信号が書き込まれる、すなわちプリチャージされる
ので、横クロストークをより効果的に低減することがで
きる。
（実施例３）図１３に示すように、本実施例では、第２
のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg2の順次分配期間Ｔm
gqが、第１のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1の順次
分配期間Ｔmgpに較べて長く設定されている。つまり、
Ｔmgp＜Ｔmgqとなるように瀬低されている。かかる構成
とすると、順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqの長さを変更する
だけで済むので、本実施例に係る液晶表示装置の駆動方
法を簡易に構成することができる。
【００６８】これら実施例１～３については、条件に応
じてこれらを選択することで、それぞれの条件において
最大の効果を得ることができる。
（実施例４)図１４に示すように、本実施例では、実施
例２において、さらに、第１のマルチプレクサ用ゲート
信号Ｓmg1の順次分配期間Ｔmgpの始期が、画素用ゲート
信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgの始期より前に位置するよ
うに、第１,第２のマルチプレクサ用ゲート信号Ｓmg1,
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Ｓmg2の順次分配期間Ｔmgp,Ｔmgqを設定したものであ
る。  本実施例及び次の実施例５を上記実施例１～３と
比較すると、実施例１～３では、横クロスト－ク及び充
電誤差の両方が同程度の重みを持つ場合を想定して、双
方を両立させる構成を採用しているため、その構成に一
定の制限を課しているのに対し、本実施例及び実施例５
では、充電誤差にはある程度余裕がある場合を想定し
て、充電余裕度を犠牲にした構成としている点に特徴が
ある。つまり、本実施例に関して言えば、実施例２と比
較すると、第１のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg1の
順次分配期間Ｔmgpが実効的に短くなっているので、そ
の分、順次分配期間Ｔmgpに対応する画素への充電余裕
度が低下する一方、第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号
Ｓmg2の順次分配期間Ｔmgqの始期がより前に位置してい
るので、その分、横クロストークをより効果的に低減す
ることができる。
（実施例５)図１５に示すように、本実施例では、実施
例２において、さらに、第２のマルチプレクサ用ゲート
信号Ｓmg2の順次分配期間Ｔmgqが、第１のマルチプレク
サ用ゲート信号Ｓmg1の順次分配期間Ｔmgpと重なり合う
程度まで前に位置するように、該第２のマルチプレクサ
用ゲート信号Ｓmg2を設定したものである。かかる構成
では、実施例２と比較すると、第１,第２のマルチプレ
クサ用ゲート信号Ｓmg1,Ｓmg2の順次分配期間Ｔmgp,Ｔm
gqが一部重なるために充電余裕度が若干低下する一方、
第２のマルチプレクサ用ゲ－ト信号Ｓmg2の順次分配期
間Ｔmgqの始期がより前に位置しているので、その分、
横クロストークをより効果的に低減することができる。
【００６９】本実施例及び実施例４についても、条件に
応じてこれらを選択することで、それぞれの条件におい
て最大の効果を得ることができる。
【００７０】なお、上記実施例では、ソースドライバの
振り分け方式として、２ライン振り分け方式を採用する
場合を示したが、多数のラインの振り分け方式では、画
素用ゲ－ト信号Ｓgnの順次選択期間Ｔgが開始してから
最初のマルチプレクサ用ゲ－ト信号の順次分配期間が終
了するまでの期間Ｔ1と、最後のマルチプレクサ用ゲ－
ト信号の順次分配期間が開始してから画素用ゲ－ト信号
Ｓgnの順次選択期間Ｔgが終了するまでの期間Ｔ2との間
にＴ１＜Ｔ２なる関係が成立するように、最初及び最後
のマルチプレクサ用ゲ－ト信号を設定すればよい。
【００７１】また、実施例５では、多数のラインの振り
分け方式の場合には、少なくとも最後の順次分配期間の
始期が、シリアルソース信号の時分割多重における１つ
前の個別ソース信号の順次分配期間に掛かるように設定
すればよい。
【００７２】なお、上記実施の形態では、表示部の交流
駆動として、ライン反転駆動を採用する場合を説明した
が、他の交流駆動を採用してもよい。
【００７３】また、実施の形態１で水平走査回路、垂直
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走査回路を、それぞれ、ソースドライバ、ゲートドライ
バで構成したが、これらを、それぞれ、ゲートドライ
バ、ソースドライバで構成してもよい。
【００７４】
【発明の効果】本発明は、以上説明したような形態で実
施され、ソ－ス信号供給方法としてマルチプレクサ駆動
を用いることによる低コスト化の利点を損なうことな
く、横クロスト－クを低減することができるという効果
を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の全
体構成を示すブロック図である
【図２】図１の液晶表示装置の２画素分の構成を示すブ
ロック図である。
【図３】図１の全体構成において表示部を従来の方法に
よって駆動した場合の各信号の波形及び特定個所の電位
変化を示すタイミングチャートである。
【図４】図１の全体構成において表示部を本実施の形態
に係る方法によって駆動した場合の各信号の波形及び特
定個所の電位変化を示すタイミングチャートである。
【図５】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の駆
動方法の変形例を示す波形図であって、(a)は第１の変
形例を示す図、(b)は第２の変形例を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の駆
動方法を示す波形図である。
【図７】本発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の駆
動方法を示す波形図である。
【図８】本発明の実施の形態４に係る液晶表示装置の駆
動方法を示す波形図である。
【図９】本発明の実施の形態５に係る液晶表示装置の駆
動方法を示す波形図であって、(a)は前の個別ソース信
号に対応するソースラインのマルチプレクサ用のゲート
信号に工夫を施した場合を示す図、(b)は後の個別ソー
ス信号に対応するソースラインのマルチプレクサ用ゲー
ト信号に工夫を施した場合を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態６に係る液晶表示装置の
駆動方法を示す波形図である。
【図１１】本発明の実施の形態７の実施例１に係る液晶
表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【図１２】本発明の実施の形態７の実施例２に係る液晶
表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【図１３】本発明の実施の形態７の実施例３に係る液晶
表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【図１４】本発明の実施の形態７の実施例４に係る液晶
表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【図１５】本発明の実施の形態７の実施例５に係る液晶
表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【図１６】横クロストークを示す模式図である。
【図１７】従来の液晶表示装置の通常駆動における各信
号及び特定個所の電位変化を示す波形図であって、(a)
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は正フレームにおける場合を示す図、(b)は負フレーム
における場合を示す図である。
【図１８】従来の液晶表示装置のマルチプレクサ駆動に
おける各信号及び特定個所の電位変化を示す波形図であ
って、(a)は正フレームにおける場合を示す図、(b)は負
フレームにおける場合を示す図である。
【符号の説明】
１  液晶表示装置
２  表示部
３  水平走査回路
３a  出力端子
４  垂直走査回路
５  マルチプレクサ
６  マルチプレクサコントローラ
７  画素
８  画素用スイッチング素子
９  共通容量線
10  第１のスイッチング素子
11  第２のスイッチング素子
21  画素電極
22  対向電極
Ｃgs,Ｃsf  クロス容量
Ｃlc  液晶容量
Ｃst  蓄積容量
ＧＬ  ゲートライン
Ｌ1  第１のマルチプレクサ用ゲートライン
Ｌ2  第２のマルチプレクサ用ゲートライン
Ｓgn  画素用ゲート信号
ＳＬ,ＳＬp,ＳＬq  ソースライン
Ｓmg1  第１のマルチプレクサ用ゲート信号
Ｓmg2  第２のマルチプレクサ用ゲート信号
Ｓmn  シリアルソース信号
Ｓsp,Ｓsq  個別ソース信号
Ｔ1  順次選択期間の始期から第１のマルチプレクサ用
ゲート信号の順次分配期間の終期までの期間
Ｔ2  第２のマルチプレクサ用ゲート信号の順次分配期
間の始期から順次選択期間の終期までの期間
Ｔg  順次選択期間
Ｔg'  プリチャージ選択期間
Ｔgg,Ｔsg  時間間隔
Ｔgp  順次選択期間の前半
Ｔgq  順次選択期間の後半
Ｔh  水平期間
Ｔmgp,Ｔmgq  順次分配期間
Ｔmgp'  前置分配期間
Ｔmgq'  プリチャージ分配期間
Ｖdp,Ｖdq  画素電極の電位
Ｖgon  画素用ゲート信号のオン電位
Ｖf  共通容量線の電位
Ｖfa,Ｖfb,Ｖfc  共通容量線の電位変動
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Ｖgon  画素用ゲート信号のオン電位
Ｖgoff  画素用ゲート信号のオフ電位
Ｖmgon  マルチプレクサ用ゲート信号のオン電位

*
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*Ｖmgoff  マルチプレクサ用ゲート信号のオフ電
位
Ｖsp,Ｖsq  ソースラインの電位

【図１】

【図２】 【図４】

【図７】 【図８】
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【図６】

【図１０】
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【図１５】 【図１７】
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